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東海病院（以下当院）整形外科では、骨折の診療で得られたデータや調査項目を用いた下記の研究を実施し

ております。この研究を実施することによる受診者への新たな負担は一切ありません。また、受診者のプライ

バシーの保護については法令等を遵守して研究を行います。 

あなたの情報について、本研究への利用を望まれない場合には、担当医師にご連絡ください。 

   

１．研究の概要 

 高齢者施設の入所者は転倒リスクが高いことが知られています。特に介護老人保健施設（以下、老健）は、

在宅復帰、在宅療養支援のための地域拠点となる施設であり、他の高齢者施設と比べて、比較的移動能力が高

い高齢者が入所する特徴から、転倒率が高いことが指摘されています。骨粗鬆症治療により骨折を防ぐことは

在宅復帰の妨げを減らす意味で非常に重要です。 

老健では医療費を施設が負担することとなっており、骨粗鬆症治療が中断する場合があります。 

東海病院（以下、当院）は退院後の骨粗鬆症治療を継続するために、老健と連携して１泊２日の入院で骨粗鬆

症の評価と注射薬の投与を行っています。 

老健と病院での骨粗鬆症治療連携についての報告はまだ少ないのが現状です。 

２．研究の方法 

１)研究対象者 

  2024 年 2 月から 2025 年 7 月までに骨粗鬆症注射入院を行った患者。カルテより後ろ向きに調査し

ます。 

２)研究実施期間 

 本研究の実施許可日 ～ 2028年 3月 31日 

３)利用するカルテ情報 

 この研究は通常の治療や評価、検査を行い、その中で得られた診療情報を収集する研究です。あなたの診

療情報をもとに、生年月日、性別、病歴、入院時診断、入退院日、骨粗鬆症治療薬と継続状況などを収集し

ます。 

4)個人情報の取扱い 

  ご参加頂いた方の個人情報がわからないようにした上で、解析を行います。調査により得られたデータを

取り扱う際は、秘密保持に十分配慮します。また、研究成果は学会や学術雑誌で公開されますが、個人を

特定できる情報は利用されません。 

 5)問い合わせ・連絡先 

この研究についてご質問等ございましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あなたの情報

が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には研究対象とはしませんので、下記にお申し出

ください。情報の使用を断られても患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究参加拒否の申

出が、既に解析を開始又は結果公表等の後となり、当該措置を講じることが困難な場合もございます。その

際には、十分にご説明させていただきます。 
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